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◎
台
風
19
号
お
よ
び
10
月
25
日

大
雨
に
関
す
る
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会
は
︑
1
月
末

日
で
終
了
し
ま
し
た
︒

こ
こ
ま
で
の
相
談
場
所
・
問
い

合
わ
せ
先
　
生
活
環
境
課
（
☎

37
２
１
４
４
）

生
活
困
り
ご
と
相
談

　

経
済
的
な
困
り
ご
と
な
ど
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

月
～
金
曜
日
︵
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
︶、
8
時
30
分
～
17
時
、

生
活
サ
ポ
ー
ト
相
談
セ
ン
タ
ー

︵
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
︵
は
ま
な

す
館
︶
内　

☎
36
２
０
１
５
︶

市
民
相
談

●
日
時　

毎
日
︵
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
︶
8
時
30
分
～
17
時

交
通
事
故
相
談

●
日
時

①
2
月
6
日
（
木
）

②
2
月
20
日
（
木
）

9
時
～
17
時

多
重
債
務
相
談

●
日
時　

毎
日
︵
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
︶
8
時
30
分
～
17
時

　

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
相
談
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災

無
料
困
り
ご
と
相
談
・

法
律
相
談
会

　

震
災
に
よ
り
、
法
律
問
題
や
税

金
問
題
で
お
悩
み
の
方
、
そ
の
ほ

か
生
活
全
般
の
困
り
ご
と
が
あ
る

方
を
対
象
に
無
料
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
ど
ん
な
相
談
で
も
構
い

ま
せ
ん
。

　

ど
う
ぞ
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

平
日　

13
時
～
17
時

※
曜
日
に
よ
っ
て
相
談
員
・
相
談

　

時
間
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
左

　

記
の
相
談
員
の
項
目
で
確
認
く

　

だ
さ
い
。

●
相
談
員　

福
島
県
弁
護
士
会
、

相
馬
市
四
団
体
協
議
会
︵
司
法
書

士
会
・
税
理
士
会
・
行
政
書
士
会
・

土
地
家
屋
調
査
士
会
︶、
福
島
県

社
会
保
険
労
務
士
会

▽
弁
護
士
会

主
な
相
談
内
容
＝
原
発
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
、
多
重
債
務
な
ど

月
・
木
曜
日　

15
時
～
17
時

▽
司
法
書
士
会

主
な
相
談
内
容
＝
相
続
手
続
き
、

売
買
、
贈
与
、
登
記
、
会
社
な
ど

火
・
水
・
金
曜
日　

13
時
～
16
時

▽
税
理
士
会

主
な
相
談
内
容
＝
所
得
税
、
相
続

税
、
贈
与
税
、
法
人
税

金
曜
日　

15
時
～
17
時

▽
行
政
書
士
会

　

日
常
生
活
の
悩
み
な
ど
、
法
律

的
な
観
点
か
ら
無
料
で
相
談
を
行

い
ま
す
。

　

希
望
す
る
方
は
生
活
環
境
課
ま

で
予
約
く
だ
さ
い
。

●
日
時

①
2
月
4
日
（
火
）

②
2
月
19
日
（
水
）

13
時
～
16
時
30
分

●
日
時　

2
月
18
日
（
火
）

10
時
～
12
時

消
費
生
活
相
談

　

訪
問
販
売
・
商
品
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
に
つ
い
て
。

●
日
時　

毎
日
︵
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
︶
8
時
30
分
～
17
時

主
な
相
談
内
容
＝
農
地
転
用
許
可

申
請
、
そ
の
他
官
公
庁
許
認
可
申
請

月
曜
日　

13
時
～
15
時

▽
土
地
家
屋
調
査
士
会

主
な
相
談
内
容
＝
分
筆
、
測
量
、

土
地
建
物
の
調
査

水
曜
日　

15
時
～
17
時

▽
社
会
保
険
労
務
士
会

主
な
相
談
内
容
＝
雇
用
保
険
、
労

災
保
険
、
健
康
保
険
、
休
業
手
当
、

解
雇
、
年
金
問
題

木
曜
日　

13
時
～
15
時

行
政
相
談

無
料
法
律
相
談
会

市
民
交
通
災
害
共
済

加
入
受
け
付
け
開
始

　

市
は
、
令
和
2
年
度
市
民
交
通

災
害
共
済
の
加
入
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。

●
共
済
期
間　

4
月
1
日
〜
令
和

3
年
3
月
31
日

※
4
月
1
日
以
降
に
加
入
し
た
場

　

合
は
、
加
入
日
の
翌
日
か
ら
令

　

和
3
年
3
月
31
日
ま
で
。

●
加
入
申
し
込
み　

2
月
～
3
月

中
に
行
政
区
長
を
通
じ
て
チ
ラ
シ

と
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
確
認
の
上
、
各
行
政
区
長

ま
た
は
市
役
所
1
階
生
活
環
境
課

に
申
込
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
生
活
環
境
課
で
も 

　

配
布
し
て
い
ま
す
。

※
令
和
2
年
度
か
ら
見
舞
金
の
対

　

象
が
入
院
通
院
日
数
4
日
目
か

　

ら
と
な
り
ま
す
。

●
年
会
費　

一
人
＝

500
円

●
加
入
資
格　

本
年
４
月
１
日
現

在
、
県
内
の
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
て
い
る
方

※
県
内
の
町
や
村
に
住
民
基
本
台
帳

　

の
記
載
が
あ
る
方
は
加
入
不
可
。

※
県
内
他
市
の
住
民
基
本
台
帳
に

　

記
載
さ
れ
て
い
る
方
は
、
住
民

　

基
本
台
帳
の
住
所
を
申
込
書
に

　

記
入
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課

︵
☎
37
２
１
４
４
︶

住
ま
い
の
復
興
給
付

金
申
請
相
談
会

　

住
ま
い
の
復
興
給
付
金
制
度
と

は
、
平
成
26
年
4
月
1
日
か
ら
の

段
階
的
な
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

被
災
者
の
住
宅
再
取
得
や
被
災
し

た
住
宅
の
補
修
に
係
る
消
費
税
の

負
担
増
加
に
対
応
す
る
制
度
で

す
。

●
受
け
付
け
相
談
内
容

▽
住
ま
い
の
復
興
給
付
金
申
請
可

否
に
つ
い
て

▽
申
請
時
に
必
要
な
書
類
に
つ
い

て▽
申
請
書
類
の
記
入
方
法
や
、
作

成
し
た
申
請
書
類
の
事
前
確
認
に

つ
い
て

●
日
時　

2
月
15
日
（
土
）
10
時

～
16
時

●
場
所　

南
相
馬
市
民
情
報
交
流

セ
ン
タ
ー
中
会
議
室
︵
南
相
馬
市

原
町
区
旭
町
２
︱
７
︱
１
︶

●
留
意
事
項　

住
ま
い
の
復
興
給

付
金
事
務
局
に
、
住
宅
の
引
渡
日

か
ら
1
年
以
内
に
申
請
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

住
ま
い
の
復

興
給
付
金
事
務
局
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
︵
☎
０
１
２
０
︱
２
５
０
︱

４
６
０
︶

お知 せら
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※診療時間は 9:00 ～ 16:00

休日の当番歯科医

休日の当番医

献血に協力を
月日 時間 場所

2 月～ 3 月までの実施予定はありません。

2 月の行事予定
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（1 月 15 日現在）

月日 行事名 時間 場所

2 月 2 日（日） 福節祭 10:00 相馬神社

2 月 8 日（土） そうま音楽夢工房第 66 回演奏会
SUNNY'S JAZZ  LIVE in 相馬 14:00 市民会館

2 月 16 日（日） 第 11 回ひなめぐり 10:00 市民会館

2 月 22 日（土） エンゼルボイスコンサート 8:30 市民会館

※診療時間は 9:00 ～ 16:00
※救急医療病院は公立相馬総合病院（☎ 36-5101）
　　　　　　　　相馬中央病院　  　（☎ 36-6611）

大阪府出身。平成 17 年弁護
士登録。大阪の法律事務所で
4 年勤務後、日本弁護士連合
会などの支援で設置された公
設事務所（秋田県大館市）
に所長として赴任（6 年間）。
平成 28 年 4 月より現職（福
島県弁護士会会員）。

エッセー　

法律あれこれ

弁護士 小津充人

逃
げ
た
い
。
逃
げ
な
い
。

企画政策部　参事

　

私
事
で
す
が
、
年
末
、
現
実
か

ら
目
を
背
け
る
た
め
海
外
逃
亡
を

図
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
楽
器

ケ
ー
ス
は
使
っ
て
い
ま
せ
ん
し
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ジ
ェ
ッ
ト
を
利
用

で
き
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
日
本
の
刑
事
司
法
の
問

題
点
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
つ
は
、
人
質
司
法
と
や
ゆ
さ

れ
る
、長
期
の
身
体
拘
束
︵
逮
捕
・

勾
留
︶
と
そ
れ
に
関
連
す
る
問
題

で
す
。

　

前
提
と
し
て
、
逮
捕
は
最
大
で

72
時
間
︵
3
日
︶、
勾
留
は
、
原

則
10
日
に
加
え
て
、
10
日
の
延
長

︵
合
計
20
日
︶
が
法
律
上
許
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
が
起
訴

さ
れ
る
前
の
話
で
す
。
起
訴
と
い

う
の
は
、
検
察
官
が
裁
判
所
に
被

告
人
を
有
罪
に
す
る
よ
う
求
め
る

刑
事
訴
訟
の
入
り
口
の
手
続
き
で
、

民
事
訴
訟
で
、
原
告
が
裁
判
所
に

訴
状
を
提
出
し
て
裁
判
が
始
ま
る

の
と
同
じ
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
起
訴

す
る
か
否
か
は
、
検
察
官
が
決
定

し
ま
す
が
、
警
察
・
検
察
の
捜
査

機
関
は
、
逮
捕
か
ら
3
日
に
加

え
て
20
日
の
23
日
以
内
に
、
有
罪

の
立
証
が
可
能
な
資
料
を
収
集

し
、
そ
の
証
拠
で
裁
判
所
に
有
罪

と
確
信
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か

精
査
し
、
起
訴
を
決
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
か
な
り
厳
し
い
時
間

の
制
約
が
あ
り
ま
す
。
予
期
せ
ず

発
生
・
発
覚
し
た
重
大
事
件
で
犯

人
が
逮
捕
さ
れ
た
場
合
も
同
じ
で

す
。
警
察
組
織
の
規
模
を
考
え
た

と
し
て
も
、
目
指
す
証
拠
が
あ
る

と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
考
え
る
と

か
な
り
大
変
な
作
業
で
す
。

　

ど
の
立
場
で
書
い
て
い
る
の
か

微
妙
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま

だ
続
き
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
も
う
少
し
時
間

が
欲
し
く
な
り
ま
す
。
た
だ
、
前

述
の
23
日
は
、
ひ
と
つ
の
事
件
で

は
１
回
限
り
で
す
。
そ
こ
で
、
別

件
逮
捕
︵
勾
留
︶
で
す
。
そ
の
時

点
で
証
拠
の
確
保
が
容
易
で
起
訴

で
き
る
か
、
少
な
く
と
も
、
逮

捕
・
勾
留
の
説
明
が
つ
く
よ
う
な

︵
軽
微
な
︶
事
件
で
逮
捕
・
勾
留

し
、
そ
の
期
間
を
利
用
し
て
捜

査
を
し
ま
す
。
こ
れ
で
、
期
間
が

倍
に
な
り
ま
し
た
。
使
え
る
事
件

が
複
数
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
伸
ば

せ
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
果
た
し

て
、
自
分
が
い
つ
ま
で
こ
の
状
態

に
置
か
れ
る
の
か
︙
、
24
時
間
監

視
さ
れ
た
警
察
の
留
置
施
設
の
中

で
、
捕
ま
っ
た
側
に
と
っ
て
は
長

い
長
い
23
日
ご
と
に
心
が
折
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

少
し
話
は
飛
び
ま
す
が
、
勾
留

に
は
、前
述
の「
起
訴
前
の
勾
留
」

と
は
別
に
「
起
訴
後
の
勾
留
」
が

あ
り
ま
す
。
起
訴
時
に
勾
留
さ
れ

て
い
た
事
件
で
は
、
起
訴
さ
れ
る

と
ほ
ぼ
自
動
的
に
2
カ
月
の
勾
留

決
定
が
な
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
、

1
カ
月
ご
と
に
更
新
さ
れ
、
判
決

ま
で
続
き
ま
す
。
制
度
上
、
保
釈

金
を
担
保
と
し
て
裁
判
所
に
納
め

て
「
保
釈
」
が
可
能
な
の
は
こ
の

起
訴
後
の
勾
留
の
場
合
で
す
。

　

ダ
ラ
ダ
ラ
続
く
文
章
に
イ
ラ
イ

ラ
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
裁

判
は
始
ま
っ
て
も
い
ま
せ
ん
。

※
広
報
そ
う
ま
3
月
1
日
号
に
続

　

き
ま
す
。

2 月 2 日（ 日 ) 渡 辺 病 院 新地町駒ヶ嶺 63-2100

2 月 9 日（ 日 ) 杉 本 医 院 小 泉 字 高 池 36-3650

2 月 11 日（火 ) あらき産婦人科クリニック 馬場野字山越 35-0303

2 月 16 日（日 ) ふなばし内科クリニック 中 村 字 塚 田 35-1500

2 月 23 日（日 ) 羽 根 田 医 院 沖ノ内二丁目 35-2970

2 月 24 日（月 ) 相 馬 中 央 病 院 沖ノ内三丁目 36-6611

2 月 2 日（ 日 ) す す む 歯 科 医 院 南相馬市原町区 26-1062

2 月 9 日（ 日 ) 大 沼 歯 科 医 院 南相馬市鹿島区 46-5970

2 月 11 日（火 ) か と う 歯 科 医 院 南相馬市原町区 24-3838

2 月 16 日（日 ) 梶 田 歯 科 医 院 中 村 二 丁 目 36-1551

2 月 23 日（日 ) 草 野 歯 科 南相馬市原町区 24-3663

2 月 24 日（月 ) 渡 辺 病 院（ 歯 科 ）新地町駒ヶ嶺 63-2141
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大
人
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
説
明
会
の
開
催

　

就
職
活
動
に
一
歩
が
踏
み
出
せ

な
い
不
安
な
方
な
ど
へ
、
県
内

480

以
上
の
登
録
事
業
所
の
中
か
ら
興

味
の
あ
る
仕
事
の
体
験
実
習
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
2
月
20
日
以
降
に
事
業
所
と
打

　

ち
合
わ
せ
を
行
い
、
体
験
実
習

　

を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

2
月
19
日
（
水
）
9
時

30
分
～
11
時
30
分

●
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
馬

●
内
容　

1
人
15
分
程
度
の
個
別

説
明
会

農
作
物
被
害
の
予
防
・
狩
猟
免
許
取
得
勉
強
会

　

市
は
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る

農
作
物
被
害
を
減
少
さ
せ
る
た
め

に
、
電
気
牧
柵
の
設
置
補
助
や
、

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
協
力
の

も
と
有
害
鳥
獣
捕
獲
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

　

農
作
物
被
害
を
予
防
す
る
手
法

を
学
び
た
い
方
や
狩
猟
に
興
味
の

あ
る
方
な
ど
を
対
象
に
勉
強
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
、
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

︻
第
1
回
︼

●
日
時
　
2
月
14
日
（
金
）
18
時

●
場
所　

市
民
会
館

※
申
し
込
み
不
要
、
参
加
料
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先　

福
島
広
域
雇

用
促
進
支
援
協
議
会
南
相
馬
窓
口 

︵
南
相
馬
市
役
所
商
工
労
政
課
内

☎
26
７
６
９
０
、
フ
ァ
ク
ス
26
７

６
９
５
︶

︻
第
2
回
︼

●
日
時　

2
月
17
日
（
月
）
18
時

●
場
所　

千
客
万
来
館

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

農
林

水
産
課
︵
☎
37
２
１
５
１
︶

※
開
催
日
当
日
の
13
時
ま
で
に
電

　

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

防
犯
灯
の
設
置
は

行
政
区
長
な
ど
に

相
談
く
だ
さ
い

　

防
犯
灯
は
、
夜
間
に
お
け
る
犯

罪
の
予
防
お
よ
び
児
童
･
生
徒
を

は
じ
め
と
し
た
市
民
の
安
全
を
守

る
観
点
か
ら
、
防
犯
効
果
が
期
待

で
き
る
も
の
で
す
。

　

防
犯
灯
の
設
置
は
、
行
政
区
長

な
ど
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
て
電

力
柱
な
ど
へ
市
が
設
置
し
て
お
り
、

次
の
費
用
は
地
域
住
民
︵
行
政

区
︶
な
ど
で
負
担
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

●
主
な
維
持
管
理
費
用
な
ど

▽
電
力
柱
な
ど
が
な
い
場
合
の
柱

の
工
事
費
用

▽
設
置
後
の
電
気
料
金

▽
防
犯
灯
の
更
新
費
用

　

こ
の
た
め
、
お
住
ま
い
の
地
域

に
防
犯
灯
が
必
要
な
場
合
は
、
行

政
区
長
な
ど
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

防
犯
灯
設
置
の
要
請
が
行
政
区

長
な
ど
か
ら
市
に
あ
っ
た
場
合
は
、

状
況
を
確
認
し
た
後
で
設
置
を
行

い
ま
す
。

　

市
民
生
活
の
安
全
確
保
の
た
め

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
防
災
対

策
室
︵
☎
37
２
１
２
１
︶

　

こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
︵
J
ア
ラ
ー
ト
︶
か
ら

の
情
報
が
防
災
行
政
無
線
で
正
常

に
受
信
で
き
る
か
確
認
す
る
た
め

に
行
う
も
の
で
、
本
市
以
外
に
も

全
国
で
同
様
の
情
報
伝
達
訓
練
が

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

●
日
時　

2
月
19
日
（
水
）
11
時

こ
ろ

●
概
要　

市
内
に
設
置
し
て
あ
る

す
べ
て
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
一

斉
に
、
次
の
内
容
が
放
送
さ
れ
ま

す
。

●
放
送
内
容

①
上
り
チ
ャ
イ
ム
音

②
「
こ
れ
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
。」︵
3
回
繰
り
返
し
放

送
さ
れ
ま
す
︶

③
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
そ
う
ま
広

報
で
す
」

④
下
り
チ
ャ
イ
ム
音

※
J
ア
ラ
ー
ト
と
は
、
地
震
・
津

　

波
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど

　

の
緊
急
情
報
を
、
国
か
ら
人
工

　

衛
星
な
ど
を
通
じ
て
瞬
時
に
伝

　

え
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
防
災
対

策
室
︵
☎
37
２
１
２
１
︶

防
災
行
政
無
線
で

情
報
伝
達
訓
練
を

実
施
し
ま
す

勉強会の様子

ホームページは
　 こちらから

参
加
者
募
集

第
5
回
で
ん
し

工
作
教
室

●
日
時　

3
月
1
日
（
日
）
13
時

～
16
時

●
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

︵
は
ま
な
す
館
︶

●
内
容　

次
の
３
種
類
か
ら
１
つ

を
選
ん
で
工
作
し
ま
す
。

▽
お
ち
な
い
ロ
ボ　

台
か
ら
落
ち

な
い
自
動
車
ロ
ボ

▽
よ
け
ロ
ボ　

障
害
物
を
よ
け
て

走
る
自
動
車
ロ
ボ

▽
ラ
イ
ン
ト
レ
ー
ス
カ
ー　

黒
い

線
に
沿
っ
て
走
る
自
動
車
ロ
ボ

※
そ
れ
ぞ
れ
台
数
に
限
り
が
あ
る

　

た
め
、
先
着
順
で
す
。

●
対
象　

小
学
校
3
年
生
以
上

※
小
学
校
3
・
4
年
生
は
、
保
護

　

者
同
伴
で
参
加
く
だ
さ
い
。

●
定
員　

12
人

●
参
加
費　

１
人

500
円

●
申
し
込
み
方
法　

電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
時
に
工
作
を
希
望
す
る
も

　

の
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

2
月
19
日
︵
水
︶

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

キ
ッ

ズ
工
作
ス
ク
ー
ル
相
馬　

担
当
＝

中
田
︵
☎
０
８
０
︱
1
8
3
1
︱

3
1
4
9
︶

お知 せら
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乾電池・ボタン電池は必ず取り外して有害ごみの日に捨てましょう
　時計やおもちゃなどの乾電池・ボタン電池を取り外さないまま燃やさないごみとして捨てられることがあ
ります。電池を取り外さないまま捨てると、ごみの収集・処理の際に発火し、重大な事故を引き起こす危険
性があります。電池は必ず取り外して有害ごみの日に透明または半透明の袋に入れて捨ててください。

●問い合わせ先　生活環境課（☎ 37-2143）
乾電池・ボタン電池
は取り外して有害ごみへ

　

妊
婦
さ
ん
と
家
族
の
方
を
対
象

に
、
は
ぐ
く
み
教
室
を
開
催
し
ま

す
。

　

妊
娠
や
出
産
前
後
の
過
ご
し
方
、

育
児
方
法
な
ど
を
学
び
な
が
ら
、

み
な
さ
ん
と
楽
し
く
話
を
し
ま
せ

ん
か
。
受
講
料
は
無
料
で
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

※
家
族
の
方
で
希
望
す
る
方
は
、

　

妊
婦
体
験
を
で
き
ま
す
。

●
場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
開
催
日
程
お
よ
び
内
容　

下
表

の
と
お
り

●
受
付
時
間　

9
時
15
分
～
9
時

25
分

●
持
参
物
な
ど

▽
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
持
参
く

だ
さ
い
。

▽
１
・
３
回
目
は
、
動
き
や
す
い

服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
2
回
目
は
、
調
理
実
習
と
な
り

ま
す
の
で
エ
プ
ロ
ン
を
持
参
く
だ

さ
い
。 

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン

　

タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

日程 内容

1 回 2 月 19 日（水） 9 時 30 分～ 11 時 45 分 からだの変化と生活について
～妊婦体操をやってみよう～

2 回 2 月 26 日（水） 9 時 30 分～ 13 時 食事のバランスと栄養について
～調理実習をとおして楽しく交流しよう～

3 回 3 月 3 日（火） 9 時 30 分～ 11 時 45 分 出産に向けて
～呼吸法の練習や準備物を確認しよう～

4 回 3 月 8 日（日） 9 時 30 分～ 12 時 赤ちゃんの育児
～沐浴（もくよく）体験・パパも妊婦体験をしてみよう～

は
ぐ
く
み
教
室
開
催

●
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー
︵
☎
35
４
４
７
７
︶

ふくしま就職
ガイダンス

　

令
和
3
年
3
月
に
大
学
な
ど
を

卒
業
予
定
の
方
な
ど
を
対
象
に
、

地
域
の
業
界
や
魅
力
あ
る
企
業
の

業
務
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
不
要
で
す
の
で
、
気

軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
5
日
（
木
）

▽
10
時
～
12
時
＝
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ

イ
ム

▽
10
時
～
12
時
＝
就
職
活
動
支
援

イ
ベ
ン
ト　

▽
13
時
～
17
時
＝
合
同
企
業
説
明

会　※
参
加
事
業
所
は
福
島
労
働
局
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

※
3
月
2
日
︵
月
︶
に
東
京
都
で

　

も
ふ
く
し
ま
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
細
は
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
場
所　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま
︵
郡
山
市
南
二
丁
目
５
２
︶

●
主
催　

福
島
労
働
局
、
県

●
問
い
合
わ
せ
先　

福
島
労
働
局

職
業
安
定
課
︵
☎
０
２
4
︱
５
２

９
︱
５
３
９
６
︶

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

　

関
東
森
林
管
理
局
は
、
国
有
林

野
の
管
理
経
営
に
役
立
て
て
い
く

た
め
、
国
有
林
野
事
業
の
運
営
な

ど
へ
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
調
査

す
る
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に

は
、
国
有
林
の
広
報
誌
な
ど
を
定

期
的
に
送
付
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
年

１
回
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
・

現
地
視
察
へ
の
出
席
な
ど
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

70
人
程
度

●
依
頼
期
間　

４
月
1
日
か
ら
２

年
間

●
対
象　

国
有
林
野
事
業
に
関
心

の
あ
る
20
歳
以
上
︵
令
和
２
年
４

月
１
日
時
点
︶
の
方

●
申
込
期
限　

2
月
25
日
︵
火
︶

※
詳
細
は
関
東
森
林
管
理
局
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://
w

w
w

.rinya.m
aff.go.jp/kanto/

kikaku/kokuyuurinm
onita.

htm
l

●
問
い
合
わ
せ
先　

関
東
森
林
管

理
局
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当
係

︵
☎
０
２
７
︱
２
１
０
︱
１
１
５

０
︶ 募

集
し
ま
す

参加者募集
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軽
自
動
車
の
申
請
手

続
き
は
お
早
め
に
！

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
軽
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
方
︵
割
賦
購
入
の
場
合
は
使

用
者
︶
に
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
名

義
変
更
や
抹
消
登
録
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
、
元
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た

り
、
他
人
に
譲
り
渡
し
た
り
、
廃

車
し
た
と
き
に
は
、
必
ず
登
録
変

更
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

変
更
の
手
続
き
が
さ
れ
な
い
と
、

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
は
、
登

録
さ
れ
て
い
る
所
有
者
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

３
月
は
、
軽
自
動
車
の
名
義
変

更
や
抹
消
の
申
請
が
極
端
に
集
中

し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
限

り
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

※
市
外
に
転
出
す
る
方
は
、
手
続

　

き
方
法
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

　

転
入
先
の
市
町
村
税
務
課
な
ど

　

で
確
認
く
だ
さ
い
。

※
変
更
の
手
続
き
を
県
外
で
行
っ

　

た
方
は
、
税
止
め
の
手
続
き
を

　

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

　

く
は
、
左
記
の
表
の
連
絡
先
へ

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
︵
☎

37
２
１
2
７
︶

ナンバー
の区分 車両の区分 連絡先

相馬市

▽原付バイク
▽トラクター
▽コンバイン
　など

税務課（☎ 37-2126）

福島

軽自動車
（三輪、四輪乗
用、四輪貨物）

▽軽自動車検査協会コー
ルセンター福島事務所
（☎ 050-3816-1837）
▽南相馬自家用自動車組
合（☎ 23-2850）

軽自二輪
(126 ㏄以上 )

東北運輸局ヘルプデスク
福島運輸支局
（☎ 050-5540-2015）

　

令
和
元
年
台
風
19
号
な
ど
に

よ
っ
て
、
住
宅
や
家
財
な
ど
に
損

害
を
受
け
た
と
き
は
、
確
定
申
告

で
「
所
得
税
法
に
定
め
る
雑
損
控

除
の
方
法
」、「
災
害
減
免
法
に
定

め
る
税
金
の
軽
減
免
除
に
よ
る
方

法
」
の
ど
ち
ら
か
有
利
な
方
法
を

選
び
、
所
得
税
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
被
害
の
程
度
が
小
さ
い
場
合
は
、

　

軽
減
の
措
置
を
受
け
ら
れ
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
手
続
き
の
概
要
な
ど
の
詳
細
は
、

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
告
相
談
の
持
参
物

▽
罹
災
証
明
書

▽
建
物
や
車
両
の
取
得
金
額
の
分

か
る
も
の

▽
建
物
や
車
両
の
修
繕
費
、
取
り

壊
し
費
用
、
除
去
費
用
な
ど
が
分

か
る
も
の

▽
被
害
を
受
け
た
資
産
に
つ
い
て

受
け
取
る
保
険
金
な
ど
の
金
額
が

分
か
る
も
の

▽
令
和
元
年
分
の
源
泉
徴
収
票
な

ど
、収
入
金
額
が
分
か
る
も
の︵
同

居
家
族
分
も
含
む
︶

税
務
署
か
ら
の

　
　
お
知
ら
せ

︻
災
害
を
受
け
た
場
合
の
軽
減
措

置
︼

︻
ス
マ
ホ
で
確
定
申
告
！
︼

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を

利
用
す
れ
ば
、
手
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
が
作
成
で
き

ま
す
。

※
申
告
内
容
に
よ
っ
て
は
、
利
用

　

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
従
来
ど
お
り
作
成
コ
ー
ナ
ー
で

　

申
告
書
を
作
成
し
て
紙
に
印
刷

　

し
、
税
務
署
へ
郵
送
な
ど
に
よ

　

り
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
1
）
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
利
用
し
て
申
告

で
き
ま
す
。

（
２
）
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

　

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
し

て
申
告
で
き
ま
す
。

※
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
を

　

希
望
す
る
方
は
、
運
転
免
許
証

　

な
ど
顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認

　

書
類
を
持
参
の
上
、
税
務
署
に

　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

令
和
元
年
分
の
所
得
税
や
消
費

税
な
ど
の
確
定
申
告
期
に
お
け
る

申
告
書
作
成
会
場
は
、
下
記
の
と

お
り
で
す
。

●
場
所　

駅
前
振
興
ビ
ル
６
階

●
開
設
期
間　

２
月
17
日
（
月
）

〜
３
月
16
日
（
月
）
9
時
～
16
時

※
土
・
日
曜
日
、祝
日
な
ど
を
除
く
。

※
税
務
署
内
に
は
申
告
書
作
成
会

　

場
を
設
置
し
ま
せ
ん
の
で
、
期

　

間
内
に
申
告
書
作
成
会
場
へ
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

　
税
務
署
に
所
得
税
な
ど
の
確
定

申
告
書
を
提
出
す
る
際
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
記
載
と
本
人
確
認
書

類
︵
番
号
と
身
元
の
確
認
で
き
る

も
の
︶
の
提
示
ま
た
は
写
し
の
添

付
が
必
要
で
す
。

　
︽
本
人
確
認
書
類
の
例
︾

︵
1
︶マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド︵
番

号
確
認
と
身
元
確
認
︶

︵
2
︶通
知
カ
ー
ド︵
番
号
確
認
︶

と
運
転
免
許
証
ま
た
は
健
康
保
険

の
被
保
険
者
証
な
ど︵
身
元
確
認
︶

※
確
定
申
告
書
を
郵
送
す
る
場
合

　

は
、
本
人
確
認
書
類
の
写
し
を

　

添
付
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

相
馬
税
務
署

︵
☎
36
３
１
１
１
︶

※
音
声
案
内
で
「
0
番
」
を
選
択

　

く
だ
さ
い
。

▽
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.nta.go.jp

お知 せら

　
東
京
都
稲
城
市
（
友
好
都
市
）

︻
確
定
申
告
書
に
は
︑
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
︼

︻
令
和
元
年
分
の
所
得
税
な
ど
の

確
定
申
告
書
作
成
会
場
︼
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東
京
都
稲
城
市
（
友
好
都
市
）

宿
泊
施
設
利
用
助
成
制
度

　

本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
東
京

都
稲
城
市
と
の
交
流
推
進
を
目
的

と
し
て
、
市
が
指
定
す
る
稲
城
市

内
の
宿
泊
施
設
を
利
用
す
る
方
に
、

宿
泊
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

▽
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

▽
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
方
ま

た
は
勤
務
す
る
方

▽
市
内
の
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特

別
支
援
学
校
ま
た
は
看
護
専
門
学

校
に
在
籍
す
る
方

▽
市
長
が
特
に
認
め
た
方
︵
例
＝

保
護
者
な
ど
︶

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
施
設

▽
名
称
＝
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

ち
ゃ
ぼ

▽
住
所
＝
東
京
都
稲
城
市
矢
野
口

２
６
６
番
地
6

▽
電
話
番
号
＝
０
４
２
︱
３
７
９

︱
６
６
７
７

●
助
成
の
内
容

▽
大
人
︵
中
学
生
以
上
︶

１
泊
に
つ
き
３
、
０
０
０
円

※
宿
泊
費
を
限
度
。

▽
小
人
︵
小
学
生
以
下
︶

１
泊
に
つ
き
１
、
５
０
０
円

※
宿
泊
費
を
限
度
。
宿
泊
費
が
必

　

要
の
な
い
未
就
学
児
は
対
象
外
。

●
利
用
方
法

①
対
象
宿
泊
施
設
に
直
接
宿
泊
予

約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
「
相
馬
市
宿
泊
施
設
利
用
助
成

券
交
付
申
請
書
」
を
申
請
先
窓
口

か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
し
、

申
請
く
だ
さ
い
。
申
請
の
際
は
、

対
象
者
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
書
類
︵
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
、
学
生
証
、
在
勤
証
明
書
な

ど
︶を
持
参
の
上
、提
示
く
だ
さ
い
。

③
審
査
後
、
助
成
券
を
発
行
し
ま

す
。

④
宿
泊
当
日
、
対
象
施
設
の
入
室

手
続
き
︵
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
︶
の
際

に
助
成
券
を
提
出
の
上
、
宿
泊
費

を
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項
な
ど

▽
助
成
券
は
、
現
地
精
算
の
場
合

の
み
利
用
で
き
ま
す
。

※
事
前
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
し
た

　

場
合
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

▽
今
年
度
の
予
定
金
額
を
超
え
た

場
合
に
は
申
請
を
締
め
切
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
追
悼
復
興
祈
念

イ
ベ
ン
ト
を
、
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
で

開
催
し
ま
す
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
音
楽
ラ
イ

ブ
や
飲
食
ブ
ー
ス
、
サ
ッ
カ
ー
コ

ン
テ
ン
ツ
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
な
ど
の
催
し
物
を

行
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
不
要
、
入
場
無
料
で

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

▽
３
月
8
日
（
日
）
10
時
～
20
時

▽
３
月
9
日
（
月
）
9
時
～
18
時

▽
3
月
11
日
（
水
）
10
時
～
19
時

30
分

●
場
所　

Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
︵
双
葉

郡
楢
葉
町
大
字
山
田
岡
字
美
シ
森

8
︶

●
問
い
合
わ
せ
先　

相
双
地
方
振

興
局
復
興
支
援
・
地
域
連
携
室

︵
☎
26
１
１
１
５
︶

3 月 8 日、9 日、11 日
Ｊヴィレッジで追悼イベント
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令
和
元
年
台
風
19
号

義
援
金
配
分
の
申
請

　

令
和
元
年
台
風
19
号
な
ど
で
被

害
を
受
け
た
世
帯
に
、
義
援
金
を

配
分
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
に
居
住
し
、
左
記

の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯
の
世
帯
主
な
ど

▽
死
亡
・
行
方
不
明
者
の
い
る
世
帯

▽
重
傷
を
負
っ
た
者
の
い
る
世
帯

▽
住
家
が
全
壊
し
た
世
帯

▽
住
家
が
半
壊
︵
大
規
模
半
壊
を

含
む
︶
し
た
世
帯

▽
住
家
が
一
部
損
壊
︵
準
半
壊
︶

お
よ
び
床
上
浸
水
し
た
世
帯

▽
一
部
損
壊
︵
10
パ
ー
セ
ン
ト
未

満
︶︵
床
下
浸
水
︶
し
た
世
帯

●
申
請
方
法　

配
分
の
対
象
見
込

世
帯
の
世
帯
主
の
方
に
「
義
援
金

配
分
申
請
書
」
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
申
請
書
同
封
の
案
内
を
確
認

の
上
、
手
続
き
く
だ
さ
い
。

●
配
分
方
法　

口
座
振
込

●
受
付
開
始
日　

２
月
３
日（
月
）

●
受
付
場
所　

市
役
所
１
階
社
会

福
祉
課

※
社
会
福
祉
課
で
申
請
す
る
場
合

　

は
、
罹
災
証
明
書
、
通
帳
の
写

　

し
、は
ん
こ
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉
課

︵
☎
37
２
１
７
１
︶

稲城市の観光情
報はこちらから

●
稲
城
市
の
紹
介　

稲
城
市
は
、

南
多
摩
地
区
の
東
端
に
位
置
し
、

里
山
や
梨
園
な
ど
の
懐
か
し
い

風
景
が
広
が
る
一
方
で
、
多
摩

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
一
角
の
街
並
み

も
併
存
す
る
レ
ト
ロ
で
モ
ダ
ン
な

街
で
す
。

　

豊
か
な
緑
と
多
摩
川
な
ど
の
水

に
触
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
、
都
心

か
ら
電
車
で
30
分
圏
内
と
い
う
利

便
性
も
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
、
自
転
車
競

技
の
コ
ー
ス
が
稲
城
市
内
を
通
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

︻
イ
ベ
ン
ト
情
報
︼

▽
第
4
回
稲
城
ク
ロ
ス
＝
2
月
11

日
︵
火
︶

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

千
客

万
来
館
︵
☎
26
４
８
４
８
︶
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令
和
元
年
台
風
19
号
お
よ
び
10

月
25
日
大
雨
に
よ
り
、
本
市
は
甚

大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
の
よ
う
な
大
規
模
な
災
害

に
お
い
て
、
災
害
発
生
直
後
は
、

消
防
署
や
市
役
所
な
ど
の
公
的
機

関
に
よ
る
迅
速
な
救
助
・
支
援
活

動
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
な

ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
が
互
い
に

協
力
し
、
助
け
合
う
こ
と
が
重
要

で
す
。

●
自
主
防
災
活
動
の
す
す
め　

　

各
地
区
に
は
、
行
政
区
長
な
ど

が
中
心
と
な
っ
て
組
織
す
る
自
主

防
災
会
が
あ
り
ま
す
。
主
に
東
日

本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
地
区

に
お
い
て
、
毎
年
防
災
の
日
︵
９

月
１
日
︶
を
含
む
防
災
週
間
︵
８

月
30
日
～
９
月
５
日
︶
の
前
後
の

時
期
を
中
心
に
、
避
難
訓
練
や
初

期
消
火
訓
練
な
ど
の
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
地

区
で
も
新
年
度
の
地
域
活
動
に
自

主
防
災
活
動
の
取
り
組
み
を
検
討

く
だ
さ
い
。

※
自
主
防
災
活
動
・
訓
練
を
検
討

　

・
実
施
す
る
際
は
、
事
前
に
相

　

談
く
だ
さ
い
。

●
災
害
か
ら
自
分
た
ち
の
地
域
を

自
分
た
ち
で
守
る　

災
害
に
備
え
て　

〜
自
主
防
災
防
災
の
取
り
組
み
を
〜

　

災
害
か
ら
自
分
た
ち
の
地
域
を

自
分
た
ち
で
守
る
た
め
に
重
要
な

役
割
を
果
た
す
の
が
「
自
主
防
災

組
織
」
で
す
。
自
主
防
災
組
織
は
、

地
域
住
民
が
協
力
し
、
自
主
的
に

防
災
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。
自

主
防
災
活
動
を
通
し
、
地
域
ぐ
る

み
で
支
え
合
う
災
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
自
主
防
災
組
織
の
活
動
の
例

▽
平
常
時
＝
浸
水
想
定
区
域
や
危

険
箇
所
の
把
握
、
避
難
場
所
・
避

難
経
路
の
確
認
な
ど

▽
災
害
時
＝
安
否
確
認
、
避
難
誘

導
、
初
期
消
火
な
ど

●
自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携

　

災
害
時
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
は
、「
自
助
」「
共

助
」「
公
助
」
の
連
携
が
重
要
で
す
。

災
害
発
生
直
後
、
地
域
の
人
命
を

守
る
活
動
の
中
心
は
、
そ
こ
に
住

む
地
域
の
人
た
ち
の
「
共
助
」
で

す
。「
共
助
」
の
役
割
を
担
え
る

よ
う
、
普
段
か
ら
地
域
活
動
な
ど

へ
積
極
的
に
参
加
し
、
顔
の
見
え

る
関
係
を
築
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
自
助　

自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
こ
と

▽
共
助　

家
族
や
地
域
住
民
が
互

い
に
助
け
合
い
、
自
分
た
ち
の
地

域
を
自
分
た
ち
で
守
る
こ
と

▽
公
助　

行
政
が
主
体
と
な
り
、

災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と

や
、
住
民
を
守
る
こ
と

岩子地区防災会による
避難訓練の様子

戦没者遺族相談員が
　再任されました

　令和元年10月１日付けで、
下記の方が厚生労働大臣より
戦没者遺族相談員に任命され
ました。
　戦没者遺族の恩給・各種給
付金に関すること、援護全般
に関することを相談くださ
い。
●相談員　中山誠一さん

（☎ 35-2956）
●任期　令和元年 10 月 1 日
～令和 3 年 9 月 30 日
●問い合わせ先
健康福祉課（☎ 37-2174）

お知 せら

罹災証明書の受け付け
地域防災対策室（市役所 3 階）
で行っています。
●問い合わせ先　地域防災対策室（☎ 37-2121）

税
理
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

　

毎
年
２
月
23
日
は
「
税
理
士
記

念
日
」
で
あ
り
、
東
北
税
理
士
会

相
馬
支
部
は
、税
理
士
に
よ
る「
税

の
無
料
相
談
会
」
を
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
23
日
（
日
）
10
時

～
16
時

●
場
所　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ウ
ン

ベ
ガ
イ
オ
ン
相
馬
店
１
階
フ
ー
ド

コ
ー
ト
付
近

●
税
理
士
の
み
が
で
き
る
こ
と　

▽
税
の
相
談

▽
税
務
書
類
の
作
成

▽
税
務
官
署
へ
の
代
理

▽
調
査
の
立
ち
会
い

●
問
い
合
わ
せ
先　

平
間
武
義
税

理
士
事
務
所
︵
☎
36
１
２
１
５
︶

地域防災力
の向上

●
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
防
災
対

策
室
︵
☎
37
２
１
２
１
︶
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●日時　2 月 9日（日）13 時 30 分
※受け付け＝ 13 時
●場所　市民会館多目的ホール
●講師　こばやしりえ氏（断捨離提唱者や
ましたひでこ氏公認）
●内容　自分にとって本当に必要なものと
の向き合い方、住まいの整え方の講演
●参加費　無料
●共催　市男女共同参画
　　　　プラン推進会議
●申込・問い合わせ先
女性団体連絡会事務局

（生涯学習課）（☎ 37-2187）

片付けで心もスッキリ
快適生活

市女性団体連絡会主催講演会

映
画
で
公
開
　

二
宮
金
次
郎

　

こ
れ
ま
で
一
度
も
描
か
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
相
馬
市
に
ゆ
か
り

の
あ
る
二
宮
金
次
郎
の
人
物
像
と

激
動
の
生
涯
が
初
め
て
完
全
映
画

化
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
宮
金
次
郎
の
教
え
た
報
徳
思

想
は
、
相
互
扶
助
の
精
神
の
基
に

あ
る
相
互
に
支
え
合
う
こ
と
の
大

切
さ
を
説
き
、「
人
々
が
助
け
合
っ

て
幸
せ
な
暮
ら
し
と
社
会
を
築

く
」
と
い
う
原
点
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

当
映
画
は
、
貧
し
さ
と
必
死
に

戦
う
少
年
金
次
郎
の
姿
を
交
え
な

が
ら
、
青
年
時
代
復
興
に
懸
け
る

輝
け
る
二
宮
尊
徳
の
激
動
の
生
涯

が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
描
か
れ
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
観
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
23
日
（
日
）

①
10
時
②
13
時
③
17
時

※
各
回
30
分
前
に
開
場
。

●
場
所　

音
屋
ホ
ー
ル

●
入
場
料
金　

▽
前
売
り
券
＝
1
、
０
０
０
円

▽
当
日
券
＝
１
、２
０
０
円

※
中
学
生
以
下
は
そ
れ
ぞ
れ

200
円

　

を
差
し
引
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

音
屋
ホ
ー
ル

︵
☎
32
１
７
１
７
︶

　

公
立
相
馬
総
合
病
院
は
、
職
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
職
種
・
採
用
予
定
人
員

▽
理
学
療
法
士　

1
人
程
度

●
受
験
資
格　

昭
和
54
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
免
許
を

有
す
る
方
ま
た
は
同
免
許
取
得
見

込
み
の
方

※
免
許
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
場

　

合
、採
用
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

●
試
験
方
法　

▽
論
文
試
験
▽
面

接
試
験

●
試
験
日　

応
募
が
あ
り
次
第
随

時
行
い
ま
す
。

●
試
験
場
所　

公
立
相
馬
総
合
病

院●
受
験
手
続
き　

公
立
相
馬
総
合

病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
験

申
込
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
次
の
必
要

書
類
を
添
え
て
申
込
先
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

●
必
要
書
類　

▽
履
歴
書
︵
写
真
添
付
︶

▽
職
種
の
免
許
証
の
写
し
︵
免
許

を
有
す
る
者
の
み
︶

▽
最
終
学
歴
の
卒
業
︵
見
込
み
︶

証
明
書

▽
成
績
証
明
書

▽
健
康
診
断
書

●
受
付
期
間　

随
時

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

公
立

相
馬
総
合
病
院
︵
☎
36
５
１
０
１
︶

〒
９
７
６
︱
０
０
１
１　

新
沼
字

坪
个
迫
１
４
２

理
学
療
法
士
を
募
集

公
立
相
馬
総
合
病
院

ホームページは
　 こちらから

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

　

3
月
26
日
に
楢
葉
町
・
広
野
町

に
ま
た
が
る
「
Ｊ
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」

を
全
国
の
出
発
地
と
し
、
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
が
始
ま
り
ま
す
。

　

相
馬
市
は
、
全
国
で
2
日
目
の

3
月
27
日
の
出
発
地
と
な
り
、
聖

火
リ
レ
ー
が
通
過
し
ま
す
。

　

そ
の
詳
細
な
走
行
ル
ー
ト
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
リ
レ
ー
を
市
全
体
で
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

詳
細
ル
ー
ト
発
表
！

●
ル
ー
ト
詳
細

①
相
馬
中
村
神
社
︵
ス
タ
ー
ト
︶

②
国
道

115
号
線

③
市
道
高
池
成
田
線

④
市
道
新
町
北
町
線

⑤
県
道

121
号
線

⑥
相
馬
駅
前
︵
ゴ
ー
ル
︶

スタート
相馬中村神社

ゴール
相馬駅前詳細は

こちらから

市民会館

新町緑地公園1 2

3

4
5

6
●
問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

︵
☎
37
２
２
７
８
︶
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お知 せら
　

2
月
17
日
（
月
）
〜
3
月
16
日

（
月
）
の
期
間
、
申
告
相
談
を
行

い
ま
す
。
混
雑
緩
和
の
た
め
、
下

記
日
程
表
を
確
認
の
上
、
来
庁
く

だ
さ
い
。

　

地
区
の
指
定
が
な
い
日
は
、
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

地
区
の
指
定
さ
れ
た
日
に
来
庁
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
や
県
な
ど
か
ら
土
地

の
買
取
︵
収
用
︶
が
あ
り
、
所
得

申告案内のはがき
（市送付）

はがきが届いた方は、指定日時を確認の上は
がきを持参ください。はがきが届かなかった
方で、「申告が必要な所得がある方」や「還付
申告」される場合は、必ず申告ください。
※はがきは、昨年度市県民税申告を行い、営
　業所得 ( 漁業 )・不動産所得・農業所得のい
　ずれかがあり、合計所得金額が 28 万円以上
　の方にのみ送付。

確定申告のお知らせ
はがき（税務署送付）

税務署からはがきが届いた方は、確定申告に
必要な情報が記載されていますので、市役所
で確定申告をされる場合にも必ず持参くださ
い。

はんこ 朱肉用顔料付のはんこ ( スタンパー ) を除く。

源泉徴収票

所得税を源泉徴収されている方は、原本を確
認しますので、持参ください。
（給与・退職所得、公的年金などの源泉徴収
票など）

証明書など

収入、必要経費、所得控除などは証明書で金
額を確認しますので持参してください。
※所得控除証明書（国民年金、国民健康保険、
　生命保険料などの領収書 ) 

マイナンバー

▽マイナンバーカード
▽マイナンバー通知カードと顔写真付き身分証
明書（運転免許証など）写し可
※上記のいずれか。
※扶養になる方の分も必要。

留意事項

所得税の還付、または納付の口座振込 ･ 振替
を希望する方は、金融機関の口座番号の控え
とその銀行印を持参ください。
※申告する本人名義の口座に限る。

税
が
非
課
税
の
方
は
、
確
定
申
告

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
県
民

税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
計
算
に
影
響

が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
の
会
場
で

市
県
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。
来

庁
の
際
は
「
申
告
の
際
の
持
参

物
」
に
加
え
、
市
や
県
か
ら
交
付

さ
れ
た
、「
収
用
等
︵
買
取
等
︶

の
証
明
書
」
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
市
県
民
税
の
申
告
書
は
、
申
告

　

相
談
内
容
を
も
と
に
申
告
会
場

　

で
作
成
し
ま
す
。

※
申
告
期
限
内
に
申
告
を
行
わ
な

　

い
と
、
納
税
者
に
不
利
な
申
告

　

と
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
注

　

意
願
い
ま
す
。

●
場
所　

市
役
所
2
階　

中
央
会

議
室

●
受
付
時
間　

▽
8
時
30
分
～
11
時
30
分

▽
13
時
～
16
時

●申告の際の持参物

日
程

申
告
相
談
対
象
地
区

2
／
17
月
▽
赤
木
▽
柚
木

▽
新
田

2
／
18
火
▽
今
田
▽
成
田

▽
坪
田
（
高
松
）

2
／
19
水
▽
坪
田

2
／
20
木
▽
富
沢
▽
表
西
山

▽
西
山

2
／
21
金
▽
日
下
石
▽
立
谷

2
／
25
火
▽
沖
ノ
内
▽
塚
ノ
町
▽

新
沼
（
坪
ヶ
迫
、

刈
敷
田
）

2
／
26
水
▽
磯
部
▽
中
野

2
／
27
木
▽
石
上
▽
塚
部

2
／
28
金
▽
椎
木
▽
大
坪

▽
初
野

2
／
29
土
市
内
全
地
区

3
／
2
月
▽
粟
津
▽
山
上

3
／
3
火
▽
程
田
▽
百
槻

▽
大
曲

3
／
4
水
▽
小
泉
▽
北
小
泉

▽
本
笑
▽
新
沼

3
／
5
木
▽
原
釜
▽
尾
浜
（
北
ノ

入
、
南
ノ
入
、
須
賀
畑
、

二
合
田
）

3
／
6
金
▽
東
玉
野
▽
玉
野

▽
北
飯
渕
▽
岩
子

3
／
9
月
▽
柏
崎
▽
南
飯
渕

▽
馬
場
野
▽
蒲
庭

3
／
10
火
▽
尾
浜
（
細
田
東
団
地

含
む
）
▽
和
田
▽
新
沼

3
／
11
水

中
村
（
大
町
、
宇
多
川

町
、
川
原
町
、
袋
町
、

新
町
、
二
丁
目
、
砂
子

田
、
本
町
・
外
並
田
、

笹
川
、塚
田
、大
手
先
）

3
／
12
木

中
村
（
北
町
、
上
町
、

田
町
、
荒
井
町
、
曲
田
、

一
丁
目
、
泉
町
、
錦
町
、

川
沼
、
桜
ヶ
丘
、
高
池

前
）

3
／
13
金
▽
黒
木
▽
小
野

3
／
15
日
市
内
全
地
区

3
／
16
月
市
内
全
地
区

●
市
県
民
税
申
告
相
談
日
程
表

市
県
民
税
の
申
告
相
談   

◎
医
療
費
控
除
の
申
告

　

医
療
費
控
除
の
申
告
を
す
る
方

は
、
事
前
に
、
医
療
機
関
・
受
診

者
ご
と
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
計

算
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
領

収
書
や
加
入
保
険
者
か
ら
の
医
療

費
通
知
な
ど
、
医
療
費
額
が
明
記

さ
れ
て
い
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ

い
。︵
医
療
費
通
知
を
持
参
い
た

だ
く
場
合
、
11
月
分
・
12
月
分
の

医
療
費
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、領
収
書
を
持
参
く
だ
さ
い
。︶

※
医
療
費
控
除
の
明
細
書
を
作
成

　

す
る
こ
と
で
、
領
収
書
の
添
付

　

が
不
要
と
な
り
ま
す
。
明
細
書

　

の
作
成
方
法
、
様
式
は
国
税
庁

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ

　

さ
い
。

詳細は
　 こちらから

●
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
︵
☎

37
２
１
２
７
︶

2
月
17
日
（
月
）
〜
3
月
16
日
（
月
）
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2019 年中に収入があった。
※遺族・障がい年金、失業給付金、
　児童扶養手当てなど非課税収入
　のみの場合は「いいえ」へ。
※農業収入、営業収入、不動産
　収入などの収入のみの方は、申
　告が必要です。

同一世帯のどなたかの扶養
になっている（同一世帯の
方が、あなたを配偶者控除、
同一生計配偶者などとして
申告した）。

市役所に市県民税の申告をする
必要があります。
※市県民税（住民税の申告）は、
　税証明や国民健康保険税の軽
　減措置などに必要な資料とな
　りますので、収入のなかった
　方も必ず申告ください。

給与収入があり、勤務先が年末
調整を行った。

給与のほかに収入があった。

「給与支払報告書」
に記載されている控
除に変更がある、ま
たは医療費控除・寄
付金控除などの追加
がある。

税務署に所得税の確定申告、ま
たは市役所に市県民税の申告を
する必要があります。
※確定申告をした方は、市県
　民税の申告は必要ありません。

勤務先からの給与
以外の給与収入と
給与以外の所得の
合計が 20 万円を
超えている。

税務署に所得税の確定申告をする必要があります。
※確定申告をした方は、市県民税の申告は必要ありません。市役所に市県民税の申告をする

必要があります。

公的年金から所得税が源泉されていますか。

公的年金などの収入金額の合計額が 400 万円以下で、かつ、
それ以外の所得金額が 20 万円以下である。
※外国の制度に基づき国外において支払われる年金など源
　泉徴収の対象とならない公的年金などを受給されている方、
　または損失の繰越控除など、確定申告書の提出が控除適用
　の要件となっている控除を受ける方は「いいえ」へ。

生命保険料控除、地震保険料控除、医療費控除、寄付金控除
などの追加がある、または公的年金など以外の所得がある。

税務署に所得税の確定申告、または
市役所に市県民税の申告をする必要
があります。
※確定申告をした方は、市県民税
　の申告は必要ありません。

申告をする必要はありません。

市役所に市県民税の申告をする必要があります。

申告フローチャート
※申告する際の参考にしてください。 ：「はい」 ：「いいえ」

給与収入のある方

公的年金収入のある方

スタート！

申告をする
必要はあり
ません。

申告をする必要はありません。

スタート！

「はい」または「いいえ」を選択ください
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相馬福島道路
―  復興支援道路  ―

◎相馬福島道路開通までの工事状況は、市役所 2 階にも掲示しています。
◎磐城国道事務所のホームページ (http://www.thr.mlit.go.jp/iwaki/) でもご覧いただけます。
●問い合わせ先　国土交通省東北地方整備局磐城国道事務所 相馬出張所（☎ 35-1145）

開通後の状況 開通式の様子

相馬 IC

相馬西道路（無料）

石
炭
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

︻
発
電
所
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
︼

●
日
時　

2
月
11
日
（
火
）

▽
10
時
45
分
～
12
時
▽
12
時
30
分

～
13
時
45
分
▽
14
時
～
15
時
15
分

●
内
容　

新
地
発
電
所
を
見
学
し

ま
す
。

※
見
学
コ
ー
ス
＝
建
屋
︱
発
電
所

　

構
内
︱
５
号
埠
頭

●
場
所　

タ
ー
ビ
ン
フ
ロ
ア
、
発

電
所
構
内
、︵
５
号
埠
頭
含
む
︶

●
定
員　

各
回
25
人

●
参
加
対
象　

ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

●
参
加
費　

無
料

●
留
意
事
項　

サ
ン
ダ
ル
や
ヒ
ー

ル
な
ど
で
の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
歩
き
や
す
い
ス
ニ
ー
カ
ー

な
ど
で
参
加
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法　

各
回
30
分
前

に
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
窓
口
で
受
け

付
け
開
始

︻
工
作
教
室
︼

●
日
時　

2
月
11
日
（
火
）

▽
10
時
～
12
時
▽
13
時
～
15
時

●
内
容　

石
炭
を
使
用
し
て
わ
く

わ
く
ラ
ン
ド
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
く

ろ
べ
え
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
作
り
ま
す
。

●
場
所　

多
目
的
ホ
ー
ル

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
イ
ベ
ン
ト
情
報

●
定
員　

各
回
30
人

●
参
加
対
象　

ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み
方
法　

各
回
開
始
時

間
に
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
窓
口
で
整

理
券
配
布

か
ん
た
ん
！
ひ
な
ま
つ
り

C
o
o
k
i
n
g

●
日
時　

3
月
1
日
（
日
）

①
▽
10
時
30
分
～
12
時
▽
13
時
30

分
～
15
時

②
10
時
30
分
～
12
時

●
内
容　

①
ミ
ル
フ
ィ
ー
ユ
、
イ
チ
ゴ
白
玉

ひ
な
あ
ら
れ

②
ひ
な
あ
ら
れ

●
場
所　

①
ふ
れ
あ
い
キ
ッ
チ
ン

②
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

●
定
員　

①
各
回
10
人
②
40
人

※
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。

●
参
加
対
象　

①
3
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護

●

相馬山上 IC

●

国道 115 号線

常磐自動車道（有料）

　相馬福島道路の相馬西道路（相馬 IC から相
馬山上 IC までの 6 キロメートルの区間）は、
令和元年 12 月 22 日に開通しました。工事に協
力いただきありがとうございました。

相馬 IC 料金所

者※
保
護
者
1
人
に
対
し
て
お
子
さ

　

ん
2
人
ま
で
。

②
当
日
の
来
館
者
︵
年
齢
不
問
︶

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

●
参
加
費　

①
1
組

500
円
②
無
料

●
持
参
物　

①
に
参
加
す
る
場
合

は
、
エ
プ
ロ
ン
や
髪
を
束
ね
る
も

の
︵
三
角
巾
、
ヘ
ア
ゴ
ム
な
ど
︶

を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
方
法　

①
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
窓
口
、
ま
た

は
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み
事
項

▽
参
加
者
氏
名

▽
電
話
番
号

▽
希
望
時
間
帯

※
2
月
11
日
︵
火
︶
10
時
よ
り
申

　

し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第
受

　

け
付
け
終
了
。

②
当
日
整
理
券
配
布

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

相

馬
共
同
火
力
発
電
株
式
会
社
新

地
発
電
所
内
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

︵
☎
62
４
７
２
２
、
フ
ァ
ク
ス

62
５
９
８
８　

9
時
～
17
時
︶

▽
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
︵
月
曜

日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
︶
お

よ
び
年
末
年
始

至　相馬市

お知 せら


